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地震・火山噴火に関わる将来の活動推移の予測には，それらの過去の事象と現在の状況の
把握が重要である。とくに過去の事象の理解には，史料，考古資料，地質の調査から得られ
る情報の活用がきわめて効果的である。 
そのような背景のなかで，令和６年度は，「全国遺跡出土地震痕跡データセット」の一般

公開を奈良文化財研究所の Web（https://sitereports.nabunken.go.jp/ja/cultural-data-
repository/75）にて，令和７年１月 24 日から開始した。1,499 件にものぼるデータセット
を CSV*形式で利用することができる。データセットの準備過程においては，研究所が収蔵
する 13 万冊以上の考古発掘調査報告書より，地震痕跡に関わるキーワード(地震，断層，液
状化*）の記載のある計 1,499 冊を選び出した。さらに地震痕跡の記載場所を特定の上，そ
れらを 326 地点に分類（2025 年１月時点）した。加えて，同研究所のWebにて「遺跡災害
情報ポータルサイト」（https://hde-gis.nabunken.go.jp/）を開設し，その中で「全国地震痕
跡統計データ」と，県別の地震痕跡データを地図上に展開した「地震痕跡データマップ」の
一般公開を開始するとともに，公開済みであった「歴史災害痕跡データベース」も収納した。
これらの考古資料の集成によるデータベースの構築は，これまで認識が困難であった地震
痕跡の分布傾向や，表層地質*を反映した揺れやすさの傾向を視覚化することにつながった。
これらのデータベースは，地震痕跡の残りやすさを検討する糸口になるものであり，史料・
考古資料を用いた研究の特性を把握する上で役立つ。さらに近代以降に発生した地震時の
被災状況との比較を行うことで，地域ごとの地震時の災害発生メカニズムの整理にもつな
がる。これら全ては，現在の社会インフラを評価していく重要な情報基盤となる。 

 
図 3．データセットの表示例。  
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